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興居島小学校の生徒が来所して、クリスマス会を

催してくれました。歌にゲームに体操に、楽しい時

間を過ごしました。また来てくださいね！ 

小学生とクリスマス会

デイサービスセンターごごしまは、２カ月間の改修工事を終えて、２０２３年１２月１日にリニュ

ーアルオープンしました。外壁・床・照明・浴室・トイレなど、様々な設備が新しくなりました。 

工事期間中、ご利用者ならびにご家族の皆様にご不便をおかけしました。今後ともデイサー

ビスをよろしくお願いします。 

 

 

冬至の日、デイの湯船にたくさん

柚子が浮かびました。皆様、２０２４

年も元気に過ごしましょう！ 

http://nigitatsu.saiseikai.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごごデイ塾
 寒い冬になり、皆さんは自宅で暖房器具を使っていると思います。すぐに部屋を暖かくし

てくれるので、とても便利ですね。でも、暖房器具は間違った使い方をすると、ヤケドなど

のケガや、火事を起こす原因になってしまいます。 

 今回は石油ストーブ・電気ストーブ・ファンヒーターを使うときに、気を付けて欲しいことを

お伝えします。よく読んで、安全に冬を過ごしてください。 

１． 

●衣類・カーテン・布団などの近くで使わない。火が燃え移る危険がある。少なくとも、横・後

ろとも１５センチ以上はなす。 

●近くに洗濯物を干さない。知らないうちに、器具の上に洗濯物が落ちて、燃え出す場合が

ある。 

●スプレー缶を近くに置かない。熱くなると爆発してケガをする。 

２． 

●定期的にドアや窓を開けて換気をする。締め切った狭い部屋で火を使い続けると、一酸

化炭素という有毒ガスが発生する。一酸化炭素は匂いがしないので気づきにくい。頭

痛・めまい・吐き気が起こり、さらには意識をなくして、死亡する危険がある。 

 

３． 

●器具に火がついたままで、給油をしてはいけない。途中で灯油をこぼすと、引火して燃え

広がり、非常に危険。 

●灯油タンクのフタのゆるみ・閉め忘れにも注意を。 

４． 

●外出・就寝時は火を消す・スイッチを切る習慣をつける。眼の届かないところで、思わぬ

ケガ・事故につながる危険がある。 

●電気で動く暖房器具は、長期間使わない時はコンセントを抜いておき、誤作動でスイッ

チが入るのを防ぐ。 

５． 

●長時間あたり続けると、脱水症状・低温やけどの原因になる。 

●燃焼中・消火後すぐは、燃焼部・温風吹き出し口が高温になっていて、うっかり触るとヤケド

をする。 
＜参考：高槻市消防本部ホームページ＞ 


